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議
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の
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森
て
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は
、
平
成
25

年
１
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の
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厳
冬
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
１
月
14

日
の
成
人
の
日
に
は
、
東
京
で

は
15
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な
り
、

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で
は
成
人
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
の

方
に
「
大
変
で
す
ね
」
と
声
を

か
け
る
と
「
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
思
い
返
す
と
、
15

年
前
の
私
の
成
人
式
の
日
も
大

雪
で
し
た
。
旧
友
と
再
会
す
る

姿
を
見
て
、
15
年
前
の
思
い
出

が
鮮
明
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま

し
た
。

「
が
ん
ば
れ
新
成
人
！
」(

S)

第4回定例会 議案の議決結果一覧 ○賛成　×反対
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集
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記

建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図ることを求める意見書
　アスベストによる被害が多くの労働者と国民の間に広がり、今後も大量の被害者が出るこ
とが予想されている。
　現在でも、アスベストを含有した建物の改修や解体に伴い大量の飛散が発生し、阪神・淡
路大震災の瓦れき処理の労働者にも既に被害者が発生していることからも、昨年発生した東
日本大震災の瓦れき処理についても被害の拡大が心配されている。
　日本では、アスベストのほとんどが建設資材など建設現場で使用され、建設業就業者に最
大の被害者が生まれていることが特徴である。
　建設業は重層下請構造や一人親方等の就業形態から、被害現場を特定することが困難で、
労災認定されるためにも数多くの障害がある。現在、建設業に従事していてアスベスト被害
に遭った被害者と遺族が、国とアスベスト建材製造企業に対し、補償とアスベスト被害の抜
本的対策を求め裁判を起こしている。
　よって西東京市議会は、政府に対し、建設アスベスト被害者と遺族が生活できる補償の実
施とアスベスト被害の拡大を根絶する対策をとり、アスベスト被害の早期解決を図ることを
強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
	
　　平成24年12月12日　　　　　　　　　　　　　西東京市議会議長　小　林　たつや

※は１名欠席

「建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図ることを求める意見書」を
全会一致で可決
　西東京市議会では、第４回定例会最終日（平成 24 年 12月12日）にアスベスト被害者に対し、
国に早期解決を求める内容の意見書を全会一致で可決しました。
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承認

賛成全員

・一般職の職員の給与に関する条例

・非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例

・市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
　る条例

・障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例

・地域生活支援事業の費用負担等に関する条例

・障害者総合支援センター条例

・地区計画等の案の作成手続に関する条例

・西東京市における地区計画の区域内における建築物の制限
　に関する条例

・一般会計補正予算（第２号）の専決処分について

・一般会計補正予算（第３号）の専決処分について

・市道路線の認定・変更について（７件）

・西東京市スポーツ・運動施設の指定管理者の指定について

・専用水道事務等の委託について

・機能性低血糖症に係る国の取り組みを求める意見書

・建設業従事者のアスベスト被害者の早期救済・解決を図る
　ことを求める意見書

・福島県外の借上げ住宅の新規受付打ち切りの撤回を求める
　意見書

・子ども・被災者支援法の基本方針に対する意見書

・空襲被害者等援護法（仮称）の制定を求める意見書


